























































第 l次 交流のねらいを考えよう・・・・・・・・ 10時間
0 わたしたちの学園のよさとは（道徳・ 4一（4）愛校心）
0 小さい子とのかかわり方を考える（道徳・ 2-(2）思いやり・親切）・交流のねらいを考える（特別活動）． 担当係，役割分担を決定する（特別活動）
同学年他学級，幼稚園と連携する（特別活動）
第2次 活動の見通しを持とう・・・・・・・・・ 6時間． 活動内容を考える（特別活動）
同学年他学級，幼稚園と連携する（特別活動）
0 一人ひとりの役割と責任を考える（道徳・ 1一（3）勤勉・努力）． 自己紹介カードを作る（特別活動）・役割分担と事前準備を行う（特別活動）

















































































ちの思いをしっかり 8学級さんに伝えてほしい。 J' 「係だけで決めるのではなく，大事
なことは学級全体に相談してほしい。」という意見も出され，それ以来8学級との連携係
はより綿密に連携を行うようになった。
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1①みんなで協力する力 ②最後までやりきる力 ③チャレンジする力 ~ 


























v や t‘、 テントをたてることをし子」とかない、 、 グループのみんなの意見を開きなが、
- ' ' iのでやってみたいと思いました。合宿中iiら，栄養のバランスを考えたメニュ－－
i』こしっかりと練習して，短い時間でたてiiにしていきたいです。今回の合宿では， i
tられるようにしていきたいです。また j l買い出しもするので 予算内叫まるl
！みんながそこで寝るので，倒れないよう！ ！ように考えて買い物をして，おいしく！
' ' 、にしっかりとペグを打ってじようぶγし、 、て班のみんなγ喜んでもらえる食事を、』 ht 」i三よム!t~..：~！~／＿／＿／＿／＿／＿／＿／＿／＿/Aj －~／：；..~／＇！／と：~~~／＿／＿／＿／＿／＿／＿，




























































































































































































































さんとの交流） PART I ー幼稚園さんと仲良くなろうー
「幼稚園さんは何をしたいのかな。」 「わたしたちが作ったカード喜んでくれる 「幼稚園さんはカードをとても喜んで〈れ
「どういうふうに計画を立てていけばいい かな。」 た。」
のだろう。 J 「ぺアの幼稚園さんのことを考えるとどき 「幼稚闘さんはずっと手をつないだいた。
「8学級や．幼稚園に連絡したり，相談し どきするな。 J かわいかったなあ。」
たり．やることがたくさんあるぞ。」 「準備はちゃんとできたけど これだけで 「ドッジボールは計画通りにいかなかった
「係を中心に．みんなで仕事を分担してや いいかなあ。 J なあ。 J


































































































－山の生活を振り返ろう（道徳） ・・・・・・・・・・・・・・・・ 1時間 実践例 2
．文集作り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1時間
( 4 ）実践例 l 「中学生になって ～みんなで語ろう～ 」（特別活動）
①日時


























































































































i O 班で協力して何かをやること．共同生活の中でどう行動するかなど。 i 
~o 全員でまとまって活動したり，班やグループや，チームの人たちをまとめる大切 ~ ： さがわかりました。 I 
i O みんなで協力することの大切さをあらためて，感じました。 i 
~o 仲間と協力して取り組むと楽しいし早くできること。 ！ 10班のみんなで協力することを学び それで 全員でやり遂げたときの達成感を学 ： 
i びました o i 
•o みんなで協力できたのがとてもよかった。 ' 
!o班の人やグループの人が協力してくれて このことを自分でもできるようになっ ！ 
：た o -i O 集団生活の中の 10分前行動。 i 
!O行く前とかは自分からあいさつはしなかったけど帰ってきた後は，自分からあい ！ 
ー さつができた。 I 
i O 班や，友達といつもより協力できたのでよかったです。 i 
~o 他の人のことを考えて行動することです。でも，時々忘れてて 人に迷惑をかけ ！ 
！ たときがあったので頑張りたいです。 ！ 
• 0 時間をみて行動することが，前に比べてできるようになった。 . 
i 0 5分前行動と協力することです。 i 
!o自然の中でみんなと協力していろいろなことをやり遂げる。 ！ I o仲間と協力することと 自主的に行動することの大切さを学びました o ： 
!O集団で行動するには，一人だけが遅れるとみんなが遅れることになるから，早め i 




' 0班やクラス，学年で協力したら，いろんなことができるということがわかった。 ' 
!o 「10分前行動， 5分前完了Jがとても大切なことだということを学んだし，ゃ ！ 
- れば，何でも，できるということがわかった， 2泊 3日でした。 -

















0 三原にはないようなこと（星の観察 登山） できないようなことができたこと。
O 自然と触れ合う楽しさを特に登山で学べました。たくさんの生き物を大切にして
いくべきと考えることができた。
!O自然の大切さと それを理解することだと思いました。そして，班も何倍も協力
I できてすごく励みになった。
まとめとして，二泊三日で行った山の生活で，さまざまな活動に取り組む自分たちの姿
が写った写真（スライド）を生徒に見せ授業を終えた。まとめで書いた一人一人の思いに
ついて，その日の帰りの SHRで担任が読んで聞かせ，みんなで振り返った。
⑥授業を振り返って
仲間の必要性に気づかせるために，山の生活で楽しかったことと，苦しかったことを比
較する中で，そこには自分だけでなく，必ず仲間の存在があったことを見つめさせた。生
徒の感想にもあるように，仲間の必要性についてほとんどの生徒が気づいている。また，
集団で取り組む中で一人一人が欠かせない存在であるとも感じているように思われる。
( 6）成果と課題
不安と期待の入り交じった新しい中学校生活，そして，心と身体の著しい発達の時期で
ある思春期を迎える中学一年生という多感な時期に，生徒たちが仲間や集団といかにかか
わりどのような力をつけていくか，それには，その時々に適した取り組み，活動経験が大
きな意味を持つといえる。本単元は， 4月に入学したばかりの生徒たちが寝食を共にする
? ???
「山の生活Jでのさまざまな活動を通して，教室といういつもの決まった環境でなく，自
然の中で生徒たちは心を解放し， 自分を含め仲間たちの，まだ知らぬすてきな部分を多く
発見することができたと考えられる。また，さまざまな集団生活・活動を通して集団生活
を楽しく活気あるものにしていくためには，自分が何を どうすればいいかを考える場面
も生まれた。行事が削減されていく中で 生徒たちを育てる上で，道徳，特別活動（宿泊
行事「山の生活」など）の総合単元の取り組みとして行っていくことが大きな有効性があ
るように感じた。今回は短期的な取り組みとなったが，今回の課題として学んだことをこ
れからの生活へどう生かし どう仲間にかかわっていくかを意識させ，取り組むべき内容
をしっかりと考えさせるようにしていきたい。
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?
?
